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新潟 RC ２月第 1 例会 (2019.2.5) №３２６８ 

 

(1) 「君が代」斉唱  

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 若槻 良宏会長挨拶 

皆様、こんにちは。本日は、職業にまつわる話として、毎年１２

月に発刊されます「弁護士白書」に基づいて、弁護士業界、法

曹界の現状についてお話をさせていただきます。 

まず、根拠法である弁護士法の第１条には、弁護士の使命に

ついて、以下のとおり謳われています。 

（弁護士の使命） 

第１条 弁護士は、基本的人権を擁護し、社会正義を実現す

ることを使命とする。 

２ 弁護士は、前項の使命に基き、誠実にその職務を行い、社

会秩序の維持及び法律制度の改善に努力しなければならな

い。 

 また、弁護士法の第２条には、弁護士の職責について、以下

のとおり謳われています。 

 （弁護士の職責の根本基準） 

第２条 弁護士は、常に、深い教養の保持と高い品性の陶や

に努め、法令及び法律事務に精通しなければならない。 

 なお、弁護士法のみならず、税理士や弁理士などの法律関

連隣接士業の根拠法においても、各士業の使命や職責等が

謳われています。 

弁護士業界の特徴としては、弁護士会が強制加入団体である

こと、弁護士に対する懲戒権が弁護士会にあることです（弁護

士自治といいます。）。その理由は国家権力からの独立性を確

保するためであると説明されています。ちなみに、懲戒の理由

は、弁護士法違反、弁護士会の会則違反のほか、その他職務

の内外を問わずその品位を失うべき非行があったときとされて

います。 

司法制度改革により、ここ２０年で弁護士数は大きく増加しまし

た。これに比べて、裁判官、検察官の増員数は少なく、増員率

も低率です。 

 

①弁護士 

２０００年３月３１日現在 １７，１２６名  

２０１８年３月３１日現在 ４０，０６６名  

増員数２２，９４０名、増員率２．３倍 

②裁判官 

２０００年３月３１日現在 ２，２１３名 

２０１８年３月３１日現在 １，７８２名  

増員数５６９名 増員率１．２５倍 

③検察官 

  ２０００年３月３１日現在 １，３７５名 

  ２０１８年３月３１日現在 １，９５７名  

増員数５８２名 増員率１．４倍 

弁護士人口の増加に伴い、法律事務所の大規模化が進み、

一番大きい法律事務所の所属弁護士数は５２２名（２０１８年３

月３１日現在）です。ちなみに、新潟県弁護士会に所属してい

る弁護士の合計数は２８０名です。企業内で働く弁護士や任期

付公務員の数も増加しています。企業内弁護士は、２００８年

が２６６人であったのに対し、２０１８年には２，１６１人に増加し

ています。また、中央省庁や地方公共団体で働く任期付公務

員（中央省庁、地方公共団体）は、２００８年が６１人であったの

に対し、２０１８年には２０７人に増加しています。 

弁護士人口は今後も増加し、２０４０年には６万人を超える見込

みですが、弁護士人口について議論をする際には、隣接士業

の人口にも目を向ける必要があると考えます。法律に関する隣

接士業及びその人口を整理すると以下のとおりになります（２０

１８年３月３１日現在）。 

  弁理士       １１，１８５名 

  税理士       ７７，３２７名 

  司法書士      ２２，４８８名 

  行政書士      ４６，９１５名 

  公認会計士     ３０，３５０名 

 2018-19年度 

国際ロータリー会長 

バリー・ラシン 
 

2018～19年度 
新潟ロータリークラブ会長 

 
若槻 良宏  

 
 

国際ロータリー 

2018-19 年度テーマ 

インスピレーションになろう 



  社会保険労務士  ４１，１８７名 

  土地家屋調査士  １６，６２５名 

  弁護士        ４０，０６６名 

        合計 ２８６，１４３名 

 弁護士を含めた法律関連士業の合計数は２８６，１４３名とな

ります。弁護士人口を諸外国と比較する際には、各国によって

弁護士の業務の範囲や、隣接士業の位置付けが異なりますの

で、単純に数だけで比較するのは誤りといえます。 

最後に、法曹界の将来についてお話したいと思います。法曹

養成を担う法科大学院の志願者が激減しています。２００４年

は７２，８００名、２０１１年は２２，９２７名、２０１８年は８，０５８名と

減少傾向が続いています。このような状況が続くと、国民生活

に密接に関するインフラである司法が弱体化してしまうのでは

ないかと危機感を抱いています。 

本日は弁護士会や法曹界の現状を共有させていただきたいと

思い、お話をさせていただきました。 

 

(3) ゲストの紹介 

・ミャンマーの医療を支援する会代表、 

前新潟大学病理学教授 内藤眞先生 

 

(4) ビジターの紹介 

・羽田 庄一君（水原ＲＣ） 

 

(5) １００％出席バッチの贈呈 

鈴木 滋弥君 27年   

 

(6) 誕生日お祝い贈呈(７名) 

 

(7) 結婚記念日お祝いの紹介(７名) 

 

 

(8) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(小林 敬直副委員長) 

小林 敬直君 小松 茂樹君 

鈴木 滋弥君  

米山奨学会寄付発表(新田 幸壽委員長) 

小林 敬直君 小松 茂樹君 

池田 修人君 新田 幸壽君 

 

 

青少年育成基金寄付発表(田中堅一郎委員長) 

池上 茂樹君 田中堅一郎君 

本間  彊君 細野 義彦君 

仙石 正和君  

 

(9) ニコニコボックス紹介（武田 眞二委員） 

・細野 義彦君 昨日ＢＳＮさんでミャンマー医療支援プロ

ジェクトが紹介されました。徳永年度最後の持越し案件だ

ったので修了証書を頂いた気分で見入りました。プロジェ

クトにご協力頂いた皆様とニュースに仕立てて頂いた竹石

さん佐藤さんに感謝してニコニコします。 

 

(10) 幹事報告（秋山 博一副幹事） 

・２０１９-２０年度版Ｒ手帳の予約を受け付けております。ご

希望の方は事務局までご連絡下さい。 

 

(11) ミャンマー医療支援プロジェクト 

「超音波診断装置贈呈式・VTT研修セミナー」の報告  

徳永 昭輝リーダーより報告 

内藤眞先生ご挨拶 

 

 

(12) ２月５日例会の出席率 ７７．２７％ 

会員数 ９２（出席免除会員 １０ 

出席者 ６４名（出席免除会員 ６名を含む） 

 (2週間前メーク後 ８８．０５ ％) 

 

 

 

２月１９日の例会予定 

「職業奉仕にまつわる話」 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

http://www.niigatarc.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会奉仕事業報告 

 

新潟ロータリークラブ   

社会奉仕委員長 小林 建 

 

２月１日に恒例のロータリー保育園での節分豆まきに行っ

て来ました。赤鬼は大澤幹事（角２本）、青鬼は私小林（角

１本）で努めました。先生の太鼓の合図でお遊戯室に２匹

で乱入し、まずは子供達を追いかけ回します。本当に怖が

る子や、向かってくる子もいたりして、こちらもお面の中

で息が上がります。しばらくして子供達に負けて一端逃げ

出します。その後更生した鬼として再びお遊戯室に入り、

子供達に謝り一緒に踊ります。クリスマスにはかわいいと

言われた大澤トナカイが、まさか鬼となって来ているとは

子供達は知るよしもないこと・・・お菓子の提供も先生方

から感謝されました。 

 

２月５日 理事会報告 出席者１３名 

 

１ 半期決算報告 

織戸会計より報告、当日例会内にて報告する 

 

２ 入会推薦の件 ＝承認 

・㈱宮不動産 代表取締役 宮島 多佳子 

   推薦者 山田 隆一君、若槻 良宏君 

・㈱絆コーポレーション  

代表取締役社長 小川 潤也 

   推薦者 宇尾野 隆君、若槻 良宏君 

 

３ 障がい者雇用に関するシンポジウムＤＶＤ

製作費見積もりの件 ＝承認 

若槻会長より説明 

２００枚を最大枚数として作成することを承認 

 

４ 小山 楯夫副会長からの提議 

・クラブ定款・細則順守の件 

・クラブ会費と食事費の件 

・２０１９年４月１４日から開催される規定審議

会の件 

小山副会長より説明 

次回理事会にて議論予定 

 

５ ２月のプログラム ＝承認 

2月  5 日 卓話なし 

2月 12日 ゲストスピーカー 新潟県立大学 

川島裕紀さん 

「不登校だった私が県立大学に進学して 

目指していること」 

     同行者：新潟市教育相談センター 

相談員 野上正栄さん 

2月 19日 職業奉仕にまつわる話 

2月 26日 合同例会振替休会 

 

 


